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(内在目的論)へと展開する。 (4) 経営を自己目的化し， さらにその手段の体
系化・統一化・組織化による能力化壱はかる。(的経営主体の存在の「場」を
考え，世界内存在として位置づける o (6) 経営活動を機能主義に立脚せしめ仕
事主義にまで展開して，その能カ化が努力せιれる。
本稿ではこのような研究態度を巾心にして，その研究から理念論壱みちびき，
日本的経営論におよびたいとおもう。そこでまず， (1) 経営目的論， (2) 経営
理念論， (3) 理念と機能主義，但) 実践科学的研究方法と原理論， (5) 日本的



























革王昌の基本理念と白木的峰ピ営 (501) '113 
し，この企業が利潤を目的とし，その獲得手段として，優秀な技術力や営業力
壱駆使することになる。この場合，利潤営利性という目的の手段は技術力や営
業力である。この2つの「直線的J関係も 1つの目的・手段関係である o し
たがって，とくに企業を持ち出す必要もない。 I企業の目的」といいながら，
企業という主体はごく軽くあっかわれている。この直線的な，目的・手段の機












































































主体観をとる o しかし前項の主体観はなお， I目的的主体観Jであれ超越白





















































































































おける理念である。理念は， (1) 主体者; (2) その行動， (3) 行動の内在目的



















マネジメ Y トという経蛍はなにか。 ζれをいわゆる経営職能論(この経営は
会社としづ意味であれ経営体のことである)からみると，いわゆる企業， つまり




















であると説明せられる。あたらしいリ グーシップとしてのマネジメ V 子機能
は旧来の伝統の権力的リーダ-yップ左異コて，技術や営業などと同列な職能
と理解される。技術や営業が金力や権力ではないようにマネν メy トも金力や





122 (510) 第 100巻第5号
〈に「作業」と呼ぶ。したがって作業に直結するマネジメントから生成したが，
このマネジメ γ トはやがて前進し，作業のマネジメ Y トでなく，むしろロりー































今後も「機能主義」であるといわれる。マネジメ Y トの機能主義的特色は， (1) 
マネジメ y ト経営ならびに経営体の生J成と存在理由から，まず職能の r日-，' 




のリーダー γヅプとしてのマネジメゾトにも， 作業とひとし¥ I仕事主義」
の理念が定着してくる。仕事主義とは，それを仕事とすること，それ壱業とす
ることである。たんに漫然正，あるいは興味本位，趣味娯楽として安易に実現
































(1) 現代化と前近代の区較， (2) マネジメ:/~経蛍者と「長」の理念， (3) 
マネユ/メゾト・リ ダーγ ヅプ機能の成立， (4) 任務の理念と経営体・経営者




























































































































能は，リ ダ シップであるから，その内容において，きわめて， Generalな
ものである。専門家ではあるがむしろ Generalistとしての Specialistであり，








る。マネジメ y ト機能つまりやり方は，プリ γシプノレとしてある程度一般化し，
原理といわれ，正攻法化し，定石化してきている(拙著「経営学原理J;拙著「経
営正攻法」参照)。 そのマネジメ y ト技法に対しH本の経営の技法はどうであっ
たか。日本の経営にも，やはり昔から技法が一般化し，原理化しておこなわれ
ていた。それが票議制度である。これを菓議的経営と呼び，われわれは長〈研
究してきた(山城監修「票識制度合理化の実例J;山城監修「票識的経営と票議制度」
参照)。 この票議的な技法は，われわれとしては，なかなか上手なやP方であ
ると考える。しかしそれは結局，日本の前近代性が生んだ技法であり，現代の
マネジメント技法と比較しうるものではない。東議技法をやめてマネジメント
に改善すべきである。とくに競争場裡の勝負の場では，伝統の手法とか，日本
的であるとしても，技法として弱し、ものは廃止して，よりよきものに切替える
必要がある。ただ，この切替には，日木の伝統の運営技法をよく知っておかね
130 (518) 鋪100巻錯5号
ば新しいマネジメ Y トへの切替も不可能である。このようなa理念苧技法につ
き，日本的伝統の経蛍をよくわきまえ，これを改善して，マネジメ Y トの理念
や技法を導入て根をおろさせることを「日本的経営Jという。日本の実情壱よ
く考えて，日本の経留の体質改善をはかり，マネジメント経営の方向へ，能力
あ畠改善のやり方をすすめてい〈ことが日本的経営の態度であるo 日本の経営
と日本的経営とは区別して考え"0この日本的経蛍の研究として，われわれは
「日本的経営学」を主張してきた。この点はここではとりあげない。木稿の姉
妹論文として執筆した「一橋論叢」の近刊(昭和42年12月号).山披稿「日本的
経営学」一一日本的経営E日本の経営一一号参照せられたい。
以上，経営の基本理念に関し，経営とはマネジメント経営であれその基本
の理念は機能主義であることを説明し，とくにこれを内在的主体目的論の見地
から検討した。経営を経営主体の実践行為と解するからである。なお，この問
題については多くの論述を要するが，ここではすべて省略して，他の拙著・拙
稿によってみられたい。とくに前出，山城稿「日本的経営学」を，本文と同時
に相互補説的に読んでいただきたい。
